
Title 魯迅『中国小説史略』素描
Sub Title A brief sketch of Lu Xun, A Brief history of Chinese fiction
Author 植松, 公彦(Uematsu, Kimihiko)

Publisher 慶應義塾大学藝文学会
Publication year 2007

Jtitle 藝文研究 (The geibun-kenkyu : journal of arts and letters). Vol.93, (2007. 12) ,p.48- 60 
JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00072643-00930001-

0048

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


缶
白

迅

『
中
国
小
説
史
略
」
素
描

植
松

魯
迅
『
中
国
小
説
史
略
」
は
「
中
国
小
説
の
発
展
過
程
を
系
統
的
に
論
述
し
た
中
国
文
学
研
究
史
上
初
の
専
著
」
で
み
が

o
公
彦

胡
適
は
『
白
話
文
学
史
』
(
一
九
二
八
年
)
の
自
序
に
お
い
て
「
小
説
の
史
料
方
面
に
お
い
て
は
私
自
身
も
一
定
の
貢
献
を
果
た
し
て
い

る
が
、
最
大
の
業
績
は
当
然
魯
迅
氏
の
『
中
国
小
説
史
略
』
で
あ
る
」
と
述
べ
て
いμ
。

そ
の
後
鄭
振
鐸
は
『
中
国
新
文
学
大
系
』
「
文
学
論
争
集
」
(
一
九
三
五
年
)の
序
文
に
お
い
て
『
中
国
小
説
史
略
』
は
「
こ
の
時
期
最
大

の
収
穫
の
一
つ
で
あ
り
、
中
国
小
説
研
究
の
基
礎
を
打
ち
立
て
た
」
と
述
べ
て
い
μ
。

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
含
む
紹
介
記
事
(
『
北
京
週
報
」

一
九
二
六
年
七
月
号
)
が
み
れ
が

o

一
九
二
三
年
二
一
月
一
一
一
二
日
号
)

『
中
国
小
説
史
略
』
の
存
在
は
日
本
人
に
も
早
く
か
ら
紹
介
さ
れ
、
例
え
ば
「
魯
迅
氏
の
『
中
国
小
説
史
略
』
」
と
い
う
魯
迅
に
対
す
る
イ

や
倉
石
武
四
郎
が
雅
雲
の
筆
名
で
書
い
た
新
刊
紹
介

(
『
支
那
学
」

陳
源
が
「
致
志
摩
」
(
志
摩
に
致
す
)
と
い
う
エ
ッ
セ
ー
(
「
最
報
副
刊
」
一
九
二
六
年
一
月
三
O
日
)
に
お
い
て
『
中
国
小
説
史
略
』
は

塩
谷
温
『
支
那
文
学
概
論
講
話
』
(
一
九
一
九
年
)
の
剰
窃
だ
と
公
然
と
誹
誘
し
た
が
、
魯
迅
が
そ
の
論
点
に
逐
一
反
駁
す
る
と
い
う
事
件
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も
あ
っ
た
。

と
に
か
く
総
じ
て
『
中
国
小
説
史
略
」
の
学
術
的
価
値
は
出
版
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
減
じ
て
い
な
い
と
い
っ
て
さ
し
っ
か
え
な
か
ろ
う

が
、
そ
れ
ゆ
え
か
え
っ
て
同
書
に
対
し
て
は
冷
静
な
態
度
を
も
っ
て
接
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

日
中
の
魯
迅
研
究
者
と
中
国
小
説
研
究
者
と
に
よ
る
『
中
国
小
説
史
略
』
に
関
す
る
先
行
研
究
は
大
変
精
綴
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
参
照
し

つ
つ
『
中
国
小
説
史
略
』
の
小
説
史
観
に
自
ら
慎
重
な
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
筆
者
の
今
後
の
研
究
の
方
向
を
お
も
ん
ば
か
る
う
え
で
決
し

て
無
益
で
は
あ
る
ま
い
。

ま
た
魯
迅
が
『
中
国
小
説
史
略
』
の
執
筆
に
先
行
あ
る
い
は
平
行
し
て
い
か
に
膨
大
な
史
料
を
収
集
整
理
し
え
た
の
か
、
そ
の
道
程
に
自

ら
詳
細
な
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
筆
者
の
今
後
の
研
究
の
方
法
を
お
も
ん
ば
か
る
う
え
で
や
は
り
決
し
て
無
益
で
は
あ
る
ま
い
。

中
国
古
典
小
説
研
究
の
あ
り
ょ
う
を
空
間
的
な
広
が
り
、
す
な
わ
ち
面
と
し
て
把
握
す
る
に
せ
よ
、
時
間
的
な
連
な
り
、
す
な
わ
ち
線
と

し
て
把
握
す
る
に
せ
よ
、
『
中
国
小
説
史
略
』
は
そ
の
有
力
な
視
座
の
一
つ
に
な
り
う
る
性
格
を
今
な
お
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

た
だ
し
本
稿
は
覚
え
書
き
と
し
て
『
中
国
小
説
史
略
』
に
関
す
る
ご
く
ご
く
基
本
的
な
情
報
と
表
層
的
な
理
解
を
現
時
点
で
目
路
し
え
た

参
考
文
献
等
に
基
づ
い
て
機
械
的
に
書
き
並
べ
た
に
過
ぎ
な
い
。

参
考
文
献
に
基
づ
く
記
述
に
つ
い
て
は
い
ち
い
ち
細
か
な
出
所
を
示
さ
ず
、
書
名
等
を
巻
末
に
掲
げ
る
の
み
と
し
て
他
の
記
述
に
つ
い
て

は
必
要
に
応
じ
て
文
末
に
注
を
付
し
た
。

魯
迅
は
北
京
大
学
の
招
聴
を
受
け
て
一
九
二

O
年
八
月
一
二
月
二
四
日
よ
り
小
説
史
を
開
講
し
て
お
り
、
そ
の
際
の
講
義
プ
リ
ン
ト
が

『
中
国
小
説
史
略
』
の
前
身
で
あ
る
。
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北
京
大
学
国
文
系
主
任
の
馬
裕
藻
が
当
初
小
説
史
の
開
講
を
依
頼
し
た
の
は
魯
迅
の
弟
の
周
作
人
で
あ
り
、
彼
は
一
応
は
受
諾
し
た
も
の

の
、
準
備
不
足
を
理
由
に
結
局
兄
の
魯
迅
が
彼
に
代
わ
っ
た
。

魯
迅
は
同
時
期
に
北
京
高
等
師
範
学
校
で
も
、

一
九
二
三
年
一
O
月
二
二
日
か
ら
は
北
京
女
子
高
等
師
範
学
校
で
も
、
同
年
九
月
一
七
日

か
ら
は
北
京
世
界
語
専
門
学
校
で
も
小
説
史
を
講
義
し
て
い
る
。

『
中
国
小
説
史
略
』
が
出
版
さ
れ
る
ま
で
の
間
ど
の
学
校
で
も
ま
っ
た
く
同
じ
も
の
が
使
わ
れ
て
い
た
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
今
伝
わ

る
講
義
プ
リ
ン
ト
は
二
種
類
あ
る
。

[
ニ
油
印
本
『
小
説
史
大
略
」

一
七
篇
。
公
刊
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
単
演
義
編
校
(
『
中
国
現
代
文
芸
資
料
叢
刊
』
第
四
輯
所
収
、

九
七
九
年
。
後
に
魯
迅
研
究
叢
書
の
一
冊
『
魯
迅
小
説
史
大
略
』
と
し
て
侠
西
人
民
出
版
社
よ
り
一
九
八
一
年
に
単
行
)
と
栄
太
之
編

校
(
『
魯
迅
研
究
論
叢
』
所
収
、
吉
林
人
民
出
版
社
、
一
九
八
O
年
)
と
が
あ
る
。
最
も
新
し
く
は
劉
雲
峰
篇
『
魯
迅
全
集
補
遺
』
(
天

津
人
民
出
版
社
、
二
O
O
六
年
)
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

[
二
]
鉛
印
本
『
中
国
小
説
史
大
略
』
二
六
篇
。
北
京
魯
迅
博
物
館
所
蔵
の
許
寿
裳
旧
蔵
本
が
『
魯
迅
研
究
資
料
』
第
一
七
輯
(
天
津
人

民
出
版
社
、

一
九
八
六
年
)
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
呂
福
堂
「
『
中
国
小
説
史
略
』
的
版
本
演
変
」
(
「
魯
迅
著
作
版
本
叢
談
』
所
収
、

書
目
文
献
出
版
社
、
一
九
八
三
年
)
に
よ
れ
ば
一
九
一
二
年
下
半
期
か
ら
一
九
二
二
年
ま
で
の
聞
に
執
筆
さ
れ
た
と
い
う
。
最
も
新
し

く
は
世
界
名
著
百
部
の
一
冊
『
削
減
朝
華
タ
拾
一
中
国
小
説
史
大
略
』
(
延
辺
人
民
出
版
社
、

一
九
九
九
年
)
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
中
国
小
説
史
大
略
」
は
『
小
説
史
大
略
』
よ
り
九
篇
多
く
、
篇
目
か
ら
見
て
『
中
国
小
説
史
略
』
の
骨
格
は
こ
の
時
点
で
ほ
ぼ
定
ま
っ

た
よ
う
だ
が
、
『
小
説
史
大
略
』
と
『
中
国
小
説
史
略
』
と
の
冒
頭
に
見
え
る
篇
目
「
史
家
対
於
小
説
之
著
録
及
論
述
」
が
か
え
っ
て
『
中

国
小
説
史
大
略
』
に
は
な
い
。
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[
三
]
北
京
大
学
新
潮
社
初
版
本
『
中
国
小
説
史
略
』
上
、
一
五
篇
、
一
九
二
三
年
。
下
、

一
三
篇
、
一
九
二
四
年
。
計
二
八
篇
。
『
中
国

小
説
史
大
略
』
よ
り
二
篇
多
い
の
は
上
述
の
と
お
り
『
小
説
史
大
略
』
第
一
篇
が
復
活
し
、
『
中
国
小
説
史
大
略
』
第
一
五
、一
六
篇

「
明
之
神
魔
小
説
」
上
下
二
篇
が
一
篇
増
え
て
第
二
ハ
1

一
八
篇
上
中
下
三
篇
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
同
時
に
お
の
お
の
修
訂
が
施

さ
れ
る
。
以
降
の
版
の
部
分
的
な
修
訂
は
こ
の
版
を
基
礎
と
す
る
。

[
四
]
北
京
北
新
書
局
合
訂
再
版
本
、
一
九
二
五
年
。
「
再
版
附
識
」
が
加
わ
る
。

[
五
]
上
海
北
新
書
局
修
訂
初
版
(
す
な
わ
ち
第
八
版
)
本
、
一
九
=
二
年
。
比
較
的
大
幅
な
修
訂
が
施
さ
れ
る
。

[
六
]
同
修
訂
第
一O
版
本
、
一
九
三
五
年
。
魯
迅
と
増
田
渉
と
の
書
簡
の
往
復
を
通
じ
て
修
訂
が
施
さ
れ
る
。
魯
迅
の
生
前
に
出
版
さ

九八七れ
国=u 7.? 

魯魯魯の
迅迅迅は
全(全(全(計
集旦集ヱ集旦ー

第第第版
九八九で
巻巻巻あ
本本本る

一
九
三
八
年
。
[
六
]
に
基
づ
く
。
修
訂
が
施
さ
れ
る
。

-51-

一
九
五
七
年
。
[
七
]
に
基
づ
く
。

一
九
八
一
年
。
修
訂
が
施
さ
れ
る
。
初
め
て
注
が
付
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
一
連
の
流
れ
か
ら
見
て
我
々
が
『
中
国
小
説
史
略
』
原
文
に
接
す
る
際
定
本
と
見
な
し
え
た
も
の
は
従
来
[
九
]
で
あ
っ
た

ろ
う
が
、
二
O
O
五
年
さ
ら
な
る
増
補
修
訂
の
施
さ
れ
た
『
魯
迅
全
集
』
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
辺
り
の
事
情
に
も
変
化
が

生
じ
よ
う
。

[
一O
]
『
魯
迅
全
則
合
第
九
巻
本
、
二

O
O
五
年
。

筆
者
が
[
九
]
と
[
一
O
]
と
を
あ
く
ま
で
大
ま
か
に
比
較
し
た
と
こ
ろ
解
題
と
注
な
ど
に
以
下
の
よ
う
な
異
同
が
あ
る
こ
と
が
取
り
敢

(172) 
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[
一O
]
に
お
い
て
新
た
に
加
わ
っ
た
字
句
に
つ
い
て
は
傍
点
を
付
し
(
文
章
記
号
を
除
く
。
以
下
同
じ
)
、
同
じ
く
新
た
に
改
め
ら
れ
た

字
句
に
つ
い
て
は
傍
点
を
付
し
た
う
え
で
そ
の
直
後
に
付
し
た

一
一
内
に
[
九
]
に
お
け
る
元
の
字
句
を
示
し
た
。
英
数
字
は
漢
数
字
に
改

め
た
。
文
章
記
号
に
つ
い
て
は
原
文
マ
マ
と
し
た
。

[
解
題
]
本
書
原
為
作
者
在
北
京
大
学
授
課
時
的
講
義
，
後
経
修
訂
増
補
，
先
後
子
一
九
二
三
年
二
一
月
、
一
九
二
四
年
六
月
由
北
京

大
学
新
潮
社
以
《
中
国
小
説
史
略
》
為
題
分
上
下
冊
出
版
，
一
九
二
五
年
九
月
由
北
京
北
新
書
局
合
印
一
冊
出
版
。
一
九
二
二
年
七
月

一
九
三
五
年
六
月
第
十
版
時
又
作
了
一
個
別
一
改
訂
。
以
後
各
版
均
与
第
十
版
向
。
作
者
生
前
共
印

行、上
十、海
一、北
版、新
次、書
。局

出
修
訂
本
初
版

[
序
言
]
〔
一
〕
外
国
人
所
作
之
中
国
文
学
史
最
早
有
俄
国
王
西
里
(
回
・
コ-
E
g

己

g
)
《
中
国
文
学
史
綱
》
(
一
八
八O
年
聖
彼
得

壁
出
版
)
、
日
本
末
松
謙
澄
《
中
国
古
文
学
略
史
》
(
一
八
八
二
年
東
京
出
版
)
、
英
国
程
里
斯
(
出
・

2
-
g
)〈
中
国
文
学
史
》
(
一
九O

一
年
倫
敦
出
版
)
、
徳
国
葛
魯
貝
(
言
。E
σ
0
)《
中
国
文
学
史
》
(
一
九O
二
年
莱
比
錫
出
版
)
等
。
中
国
人
所
作
者
，
二
十
世
紀
初
有

林
伝
甲
《
中
国
文
学
史
》
(
一
九
O
四
年
編
印
一
出
版
一
)
、
一
謝
無
量
《
中
国
大
文
学
史
》
(
一
九
一
八
年
出
版
)
一
賓
警
凡
〈
歴
朝
文
学

史
》
(
一
九O
六
年
出
版
)
、
黄
人
《
中
国
文
学
史
》
(
一
九O
七
年
陸
続
出
版
)
等
，
都
不
談
或
彼
少
論
及
小
説
。
一
九
一
八
年
出
版

的
謝
無
量
《
中
国
大
文
学
史
》
一
林
著
排
斥
小
説
一
，
全
書
六
十
三
章
，
祇
一
僅
一
有
六
一
四
一
個
章
節
論
及
小
説
。

一
謝
著
一

[
第
六
篇
]
〔
八
〕
《
衛
風
》
応
作
《
廓
風
》
。
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[
第
一
一
編
]
〔
五
〕
《
剣
侠
伝
》
明
人
桃
源
居
士
輯
編
的
〈
唐
人
説
蒼
》
中
有
題
為
段
成
式
撰
的
〈
剣
侠
伝
》
共
十
二
篇
。
其
中
除

《
蘭
陵
老
人
》
、
《
慮
生
》
等
四
篇
原
出
段
成
式
《
酉
陽
雑
組
》
外
，
其
他
均
非
段
成
式
的
作
品
。

[
第
一
七
編
]
〔
一
一
一
〕
現
存
明
刊
金
陵
世
徳
堂
本
《
西
遊
記
》
，
無
第
九
回
之
玄
突
出
生
、
父
母
偶
難
事
。
較
早
略
見
子
明
朱
鼎
臣

《
西
遊
釈
厄
伝
》
。
清
初
注
象
旭
自
称
従
古
本
得
之
，
増
補
挿
入
呉
承
恩
百
四
本
中
，
即
《
西
遊
記
〉
評
本
〈
西
遊
証
道
書
》
。

ま
た
巻
頭
一
枚
目
の
写
真
が
[
九
]
で
は
「
北
京
西
三
条
寓
所
外
景
」
で
あ
っ
た
の
が
[
一
O
]
で
は
「
在
西
安
講
学
時
合
影
(
一
九
二

四
)
」
に
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
。

今
回
は
時
間
が
な
く
、
[
九
]
と

[
一O
]
と
の
聞
に
さ
ら
な
る
異
同
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、

我
々
が
今
後
『
中
国
小
説
史
略
』
原
文
に
接
す
る
際
[
九
]
に
替
え
て
[
一
O
]
を
現
時
点
に
お
け
る
定
本
と
見
な
し
う
る
か
否
か
詳
し
く

比
較
検
討
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
(
凶

o

こ
の
ほ
か
二

O
O
五
年
版
『
魯
迅
全
集
』
で
は
[
四
]
に
加
わ
っ
た
「
再
版
附
識
」
は
第
八
巻
に
、
増
田
訳
(
参
考
文
献
参
照
)
に
加
わ

っ
た
「
日
本
訳
本
序
」
は
第
六
巻
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
現
存
す
る
魯
迅
の
増
田
宛
の
書
簡
や
翻
訳
に
際
し
て
増
田
と
魯
迅
と
の
間
で
取
り

交
わ
さ
れ
た
質
疑
応
答
の
童
倖
は
「
関
与
「
中
国
小
説
史
略
」
」
と
し
て
第
一
四
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

中
国
で
は
二

O
O
五
年
版
『
魯
迅
全
集
』
の
増
補
修
訂
の
正
否
を
問
う
論
文
が
す
で
に
多
く
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
執
筆
時
の
二O

O
七
年
九
月
三
O
日
現
在
『
中
国
小
説
史
略
」
の
そ
れ
に
関
す
る
も
の
は
管
見
で
は
発
表
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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な
お
一
九
二
四
年
七
月
に
国
立
西
北
大
学
と
険
西
省
教
育
庁
と
が
西
安
で
共
催
し
た
夏
期
学
校
に
お
け
る
魯
迅
の
講
演
記
録
『
中
国
小
説

的
歴
史
的
変
遷
」
は
『
中
国
小
説
史
略
』
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
だ
が
、
両
者
の
聞
に
は
考
察
や
話
柄
に
異
な
る
点
が
あ

り
、
併
せ
て
参
照
す
べ
き
で
あ
る
。

『
中
国
小
説
史
略
」
に
結
実
す
る
魯
迅
に
よ
る
膨
大
な
史
料
の
収
集
整
理
は
主
に
『
古
小
説
鈎
沈
』
、
『
唐
宋
伝
奇
集
』
、
『
小
説
旧
聞
紗
』

の
三
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
が
、
こ
う
し
た
一
連
の
作
業
は
『
中
国
小
説
史
略
』
の
執
筆
に
先
行
あ
る
い
は
平
行
す
る
形
で
行
わ
れ
た
。

『
古
小
説
鈎
沈
』
五
巻
、
後
不
分
巻
。
一
九
O
九
年
秋
か
ら
一
九
一
一
年
末
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
た
古
小
説
逸
文
集
で
あ
り
、
周
か
ら
陪

ま
で
の
散
逸
し
た
古
小
説
三
六
種
を
収
集
整
理
し
た
。
魯
迅
の
死
後
一
九
三
八
年
版
『
魯
迅
全
集
』
第
八
巻
に
収
録
さ
れ
た
。
『
中
国
小
説

史
略
』
の
第
一
1

七
篇
に
相
当
す
る
。
「
序
」
が
二O
O
五
年
版
『
魯
迅
全
集
』
第
一
O
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
唐
宋
伝
奇
集
』
八
巻
。
宋
の
『
文
苑
英
華
」
、
『
太
平
広
記
」
、
『
青
瑛
高
議
』
な
ど
の
類
書
に
基
づ
き
版
本
価
値
と
後
代
に
影
響
の
あ
る

唐
宋
の
単
行
文
言
小
説
四
五
篇
を
収
集
整
理
し
た
。
巻
末
に
作
者
と
作
品
と
を
考
証
論
評
し
た
「
稗
辺
小
綴
」

一
巻
を
付
す
。
上
海
北
新
書

局
よ
り
一
九
二
七
年
に
上
冊
が
、

一
九
二
八
年
に
下
冊
が
お
の
お
の
出
版
さ
れ
た
。
『
中
国
小
説
史
略
』
の
第
八
1

一
一
篇
に
相
当
す
る
。

「
序
例
」
と
「
稗
辺
小
綴
」
と
が
二O
O
五
年
版
「
魯
迅
全
集
』
第
一
O
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

『
小
説
旧
聞
紗
』
不
分
巻
。
旧
小
説
三
人
種
に
関
す
る
史
料
三
五
篇
、
小
説
史
に
関
す
る
史
料
四
篇
、
計
三
九
篇
か
ら
な
る
。
北
京
北
新

書
局
よ
り
一
九
二
六
年
に
初
版
が
出
版
さ
れ
、

一
九
三
五
年
に
魯
迅
に
よ
り
増
訂
さ
れ
た
。
『
中
国
小
説
史
略
』
第
一
二l
二
八
篇
に
相
当

す
る
。
「
序
言
」
と
「
再
版
序
言
」
と
が
二O
O
五
年
版
「
魯
迅
全
集
』
第
一
O
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
三
書
の
内
容
を
烏
撤
し
た
だ
け
で
も
魯
迅
が
基
本
的
に
は
独
力
で
積
み
重
ね
た
と
い
う
作
業
は
め
ま
い
を
覚
え
る
ほ
ど
の
分
量
だ
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が
、
も
し
彼
の
中
国
古
典
小
説
研
究
の
全
容
を
把
握
し
た
け
れ
ば
、
そ
の
他
の
著
書
中
に
散
在
す
る
中
国
古
典
小
説
へ
の
言
及
を
も
通
観
す

る
必
要
は
当
然
あ
る
だ
ろ
う
。

二
O
O
五
年
版
『
魯
迅
全
集
』
「
出
版
説
明
」
に
は

こ
の
ほ
か
作
者
の
翻
訳
し
た
外
国
の
作
品
、
校
勘
収
集
し
た
中
国
の
文
学
、
歴
史
の
古
籍
及
び
初
期
に
顧
現
と
共
編
し
た
「
中
国
砿
産

志
』
と
生
理
学
講
義
の
『
人
生
象
数
」
な
ど
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
魯
迅
訳
文
集
』

一
巻
に
編
纂
し
て
別
途
出
版
し
た

一
O
巻
、
『
魯
迅
輯
録
古
籍
叢
編
』
四
巻
と
『
魯
迅
自

然
科
学
論
著
』

と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
選
集
と
同
『
全
集
』
を
受
け
て
出
版
さ
れ
た
前
出
の
『
魯
迅
全
集
補
遺
』
と
を
併
せ
れ
ば
、
さ
ら
に
容
易
か
つ
幅
広
く

魯
迅
の
著
書
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

と
り
わ
け
『
魯
迅
輯
録
古
籍
叢
編
』
は
第
二
巻
に
『
古
小
説
鈎
沈
』
と
『
小
説
備
校
』
と
を
、
第
四
巻
に
『
唐
宋
伝
奇
集
』
と
『
小
説
旧

聞
紗
』
と
を
、
上
述
の
と
お
り
「
魯
迅
全
集
補
遺
』
は
『
小
説
史
大
略
』
を
収
録
し
て
お
り
、
魯
迅
の
中
国
古
典
小
説
に
関
す
る
基
礎
研
究

の
主
要
な
部
分
を
一
望
す
る
の
に
便
利
だ
ろ
う
。

『
中
国
小
説
史
略
』
「
序
言
」
に
お
い
て
魯
迅
は

中
国
の
小
説
に
は
従
来
歴
史
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
ま
ず
外
国
人
の
著
し
た
中
国
文
学
史
の
中
に
見
え
、
後
に
は
中
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国
人
の
著
し
た
も
の
の
中
に
も
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
量
は
い
ず
れ
も
一
書
の
十
分
の
一
に
満
た
ず
、
ゆ
え
に
小
説
に
つ
い
て
は
な
お

つ
ま
、
び
ら
か
で
な
い
。

と
述
べ
た
と
お
り
、
同
書
以
前
に
中
国
に
は
小
説
史
と
い
う
も
の
が
存
在
し
な
か
っ
た
。

こ
の
「
序
文
」
に
対
し
て
二
O
O
五
年
版
『
魯
迅
全
集
」
の
付
し
た
注
に
は
「
外
国
人
の
著
し
た
中
国
文
学
史
」
と
し
て
西
洋
に
つ
い
て

は
ロ
シ
ア
の
サ
ン
ク
ト
ベ
テ
ル
ブ
ル
グ
で
一
八
八

O
年
に
出
版
さ
れ
た
ワ
シ
l

リ
の
『
中
国
文
学
史
綱
』
、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
で
一
九

O

一
年
に
出
版
さ
れ
た
ジ
ャ
イ
ル
ズ
の
『
中
国
文
学
史
』
、
ド
イ
ツ
の
ラ
イ
プ
チ
ヒ
で
一
九
O
二
年
に
出
版
さ
れ
た
グ
ル
l
ベ
の
『
中
国
文

学
史
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
μ
。

同
じ
く
日
本
に
つ
い
て
は
東
京
で
一
八
八
二
年
に
出
版
さ
れ
た
末
松
謙
澄
の
『
支
那
古
文
学
略
史
』
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
魯
迅
は
一

九
O
二
1
0
九
年
に
か
け
て
日
本
に
留
学
し
て
い
た
か
ら
、
同
書
と
同
時
期
に
出
版
さ
れ
て
い
た
以
下
の
諸
本
に
も
目
を
通
し
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。

古
城
貞
吉
『
支
那
文
学
史
』
(
経
済
雑
誌
社
、
一
八
九
七
年
)

笹
川
種
郎
『
支
那
文
学
史
』
(
博
文
館
、一
八
九
八
年
)

中
根
淑
『
支
那
文
学
史
要
』
(
金
港
堂
、
一
九
O
O
年
)

高
瀬
武
次
郎
『
支
那
文
学
史
』
(
哲
学
館
、
一
九
O

一
年
)

久
保
得
二
「
支
那
文
学
史
』
(
人
文
社
、一
九
O
三
年
)

小
説
史
に
は
笹
川
種
郎
『
支
那
小
説
戯
曲
小
史
』

一
八
九
七
年
)
が
あ
り
、
こ
れ
は
魯
迅
が
『
中
国
小
説
史
略
』
の
執
筆
に

(
東
華
堂
、
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際
し
て
参
考
に
し
た
塩
谷
温
の
『
支
那
文
学
概
論
講
話
』
の
小
説
部
分
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
が
、
「
序
文
」
の
記
述
が
正
確
だ
と
す

れ
ば
、
魯
迅
は
こ
れ
に
は
目
を
通
し
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

日
本
人
の
手
に
な
る
中
国
文
学
史
が
中
国
人
に
先
鞭
を
付
け
た
の
は
事
実
で
あ
り
、
そ
の
後
そ
れ
ら
に
影
響
を
受
け
て
い
よ
い
よ
中
国
で

も
文
学
史
が
陸
続
と
編
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

一
九
O
四
年
に
林
伝
甲
の
「
中
国
文
学
史
』
が
出
版
さ
れ
て
北
京
大
学
の
前
身
で
あ
る
京
師
大
学
堂
の
教
科
書
と
し
て
使
わ
れ
た
の
を
皮

一
九
O
六
年
に
は
賓
警
凡
の
『
歴
朝
文
学
史
』
が
、

『
中
国
文
学
史
』
が
、

切
り
に
、

一
九
O
七
年
に
は
東
呉
大
学
教
授
の
黄
人
が
や
は
り
教
科
書
と
し
て
著
し
た

一
九
一
四
年
に
は
王
夢
曾
が
中
学
用
の
教
科
書
と
銘
打
っ
た
『
中
国
文
学
史
』
が
、

一
九
一
五
年
に
は
曾
毅
の
『
中

国
文
学
史
』
が
、
一
九
一
八
年
に
は
謝
無
量
の
『
中
国
大
文
学
史
』
が
出
版
さ
れ
た
。

『
中
国
小
説
史
略
』
を
読
み
解
く
に
は
文
学
史
の
本
来
的
な
性
格
や
上
述
の
事
実
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
当
時
の
中
国
に
お
け
る
文
学
史
の

受
容
と
展
開
を
踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
本
稿
は
覚
書
と
し
て
『
中
国
小
説
史
略
」
に
関
す
る
ご
く
ご
く
基
本
的
な
情
報
と
表
層
的
な
理
解
を
現
時
点
で
目

賭
し
え
た
参
考
文
献
に
基
づ
い
て
機
械
的
に
書
き
並
べ
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
今
後
は
本
稿
を
た
た
き
台
と
し
て
引
き
続
き
同
書
の
先
行
研
究

を
精
査
し
て
い
き
た
い
。

『
中
国
小
説
史
略
」
を
専
題
と
す
る
論
文
は
多
く
、
魯
迅
の
中
国
古
典
小
説
研
究
に
論
究
し
た
も
の
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
し
、
現
時
点
で

入
手
し
え
た
も
の
に
つ
い
て
も
内
容
を
一
々
詳
し
く
理
解
し
て
い
な
い
の
で
、
取
り
敢
え
ず
以
下
に
同
書
に
関
す
る
専
著
を
幾
つ
か
掲
げ
る
。

単
演
義
編
校
『
魯
迅
小
説
史
大
略
』
(
魯
迅
研
究
叢
書
、
陳
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
一
年
、
前
出
)
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儲
大
拡
『
読
「
中
国
小
説
史
略
」
札
記
』
(
上
海
文
芸
出
版
社
、
一
九
八
一
年
)

許
懐
中
『
魯
迅
与
中
国
古
典
小
説
』
(
魯
迅
研
究
叢
書
、
険
西
人
民
出
版
社
、
一
九
八
二
)

趨
景
深
『
「
中
国
小
説
史
略
」
穿
証
』
(
魯
迅
研
究
叢
書
、
険
西
人
民
出
版
社
、一九
八
七
年
)

周
錫
山
釈
評
『
中
国
小
説
史
略
(
釈
評
本
)
』
(
上
海
文
化
出
版
社
、
二O
O
五
年
)

日
本
に
は
専
著
が
な
い
が
、
参
考
文
献
に
掲
げ
た
諸
日
本
語
訳
は
訳
文
、
訳
注
の
み
な
ら
ず
解
説
も
非
常
に
充
実
し
て
お
り
、
そ
の
価
値

は
質
的
に
も
量
的
に
も
内
外
を
問
わ
ず
「
中
国
小
説
史
略
』
研
究
の
目
下
の
最
高
水
準
を
示
す
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

困
難
を
承
知
で
い
え
ば
、
将
来
的
に
は
魯
迅
の
中
国
古
典
小
説
研
究
を
媒
介
と
し
て
精
査
の
手
を
彼
と
ほ
ぼ
同
時
代
を
生
き
た
研
究
者
た

ち
の
業
績
に
も
伸
ば
し
、
そ
こ
で
得
た
知
見
か
ら
後
代
の
中
国
古
典
小
説
研
究
の
姿
を
照
射
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
問
題
提
起
を
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
う
。

参
考
文
献

増
田
渉
訳
『
支
那
小
説
史
』
上
(
岩
波
文
庫
、
一
九
一
六
年
)
、
下
(
岩
波
文
庫
、
一
九
一
七
年
)

今
村
与
志
雄
訳
『
中
国
小
説
史
略
」
(
『
魯
迅
全
集
』
第
二
巻
所
収
、
学
習
研
究
社
、
一
九
八
六
年
)

中
島
長
文
訳
注
『
中
国
小
説
史
略
』
一
、
二
(
東
洋
文
庫
、
一
九
九
七
年
)

注

陳
正
宏
、
章
培
恒
主
編
『
中
国
学
術
名
著
提
要
』
文
学
巻
(
復
旦
大
学
出
版
社
、

注
1

前
掲
書
八
一
一
1

八
一
一
一
頁
。

一
九
九
九
年
)
八O
九
頁
。

2 
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注
l

前
掲
書
八
一
一
一
頁
。

藤
井
省
三
『
魯
迅
事
典
』
(
三
省
堂
、
二O
O
二
年
)
二
O
二
頁
。

注
4

前
掲
書
二
O

一
1

二
O
二
頁
。

魯
迅
先
生
紀
念
委
員
会
編
、
二
O
巻
。
魯
迅
全
集
出
版
社
、
一
九
三
八
年
。
「
魯
迅
全
集
』
の
最
も
早
い
版
で
著
作
、
翻
訳
、
魯
迅
の
収
集
記

録
し
た
古
籍
の
一
部
を
収
録
(
以
下
注
に
お
け
る
『
魯
迅
全
集
』
に
関
す
る
記
述
は
主
に
二
O
O
五
年
版
同
『
全
集
』
出
版
説
明
に
よ
る
。

以
下
同
じ
)
。

人
民
文
学
出
版
社
編
、
一
O
巻
。
一
九
五
六
1

五
八
年
。
創
作
、
評
論
、
文
学
史
専
著
、
書
簡
の
一
部
を
含
む
著
作
の
み
を
収
録
。
部
分
的

に
注
を
付
す
。

人
民
文
学
出
版
社
増
補
修
訂
、
二
ハ
巻
。
一
九
八
一
年
。
一
九
五
六
1

五
八
年
版
一
O
巻
本
を
基
礎
と
す
る
。
『
集
外
集
拾
遺
補
編
』
、
『
古
籍

序
蹴
集
』
、
『
訳
文
序
政
集
』
、
日
記
、
当
時
収
集
し
え
た
書
簡
の
す
べ
て
を
新
た
に
収
録
。
全
面
的
に
注
を
付
す
。
作
者
著
訳
年
表
、
『
全
集
』

篇
目
索
引
、
注
釈
索
引
を
収
録
し
た
附
集
一
巻
を
含
む
。
収
録
内
容
と
詳
細
を
極
め
て
学
術
的
価
値
の
高
い
注
に
よ
り
従
来
評
価
が
高
く
、

日
本
で
一
九
八
四
1

八
六
年
に
学
習
研
究
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
魯
迅
全
集
』
二O
巻
は
こ
れ
の
完
訳
で
あ
る
。

参
考
文
献
に
掲
げ
た
日
本
語
訳
『
中
国
小
説
史
略
』
三
種
の
う
ち
増
田
訳
は
[
六
]
を
、
今
村
訳
と
中
島
訳
と
は
[
九
]
を
各
々
底
本
と
し

て
い
る
(
注
8

参
照
)
。
増
田
訳
は
一
九
六
二
年
に
岩
波
文
庫
と
し
て
改
訳
『
中
国
小
説
史
』
上
冊
が
出
版
さ
れ
た
が
、
訳
者
の
死
去
に
よ
り

訳
業
は
中
断
し
た
。
今
村
訳
は
一
九
九
七
年
に
ち
く
ま
学
芸
文
庫
と
し
て
改
訳
上
下
二
冊
が
出
版
さ
れ
た
が
、
底
本
は
[
七
]
で
[
九
]
の

注
の
訳
が
な
い
。
中
島
は
一
九
八
七
年
一
O
月
以
来
『
神
戸
外
大
論
叢
』
に
「
中
国
小
説
史
略
考
証
」
を
執
筆
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
初
め

て
の
日
本
語
訳
は
一
九
二
四
年
一
月
二
二
日
か
ら
一
一
月
一
六
日
に
か
け
て
『
北
京
週
報
』
に
連
載
さ
れ
た
訳
者
不
明
の
初
版
本
の
抄
訳
で

あ
る
。
楊
謙
益
、
戴
乃
迭
に
よ
る
英
訳
『
〉
回
江
巳
呂
田
宮
司
え
Q
E
2
0

目
立
古
旦
(
外
文
出
版
社
、
一
九
五
九
年
)
も
あ
る
。

『
魯
迅
全
集
』
修
訂
編
輯
委
員
会
増
補
修
訂
、
一
八
巻
。
人
民
文
学
出
版
社
、
二

O
O
五
年
。
一
九
八
一
年
版
一
六
巻
本
を
基
礎
と
す
る
。

魯
迅
生
前
の
定
稿
に
よ
っ
て
校
勘
し
、
既
存
の
注
を
増
補
修
訂
。
こ
れ
ま
で
収
集
し
え
か
っ
鑑
定
を
経
た
新
発
見
の
文
章
と
書
簡
、
『
両
地
書
」

の
魯
迅
の
書
簡
原
文
、
『
答
増
田
渉
開
信
件
集
録
』
を
新
た
に
収
録
。
「
紀
念
魯
迅
逝
世
七
十
周
年
編
年
体
魯
迅
全
集
将
出
版
」
(
『
北
京
娯

楽
信
報
』
二
O
O
六
年
一
O
月
二
O
日
)
に
よ
れ
ば
二
O
O
七
年
に
は
編
年
体
の
魯
迅
全
集
を
含
む
新
た
な
魯
迅
研
究
室
田
が
幾
種
か
出
版
さ

れ
る
予
定
だ
と
い
う
。

(164) 
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『
魯
迅
全
集
』
編
纂
作
業
が
出
版
以
来
し
ば
し
ば
そ
の
時
々
の
政
治
情
勢
の
影
響
を
蒙
っ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
は
張
小
鼎
「
『
魯
迅
全
集
』

四
大
版
本
編
印
紀
程
」
(
『
新
文
学
史
料
』
二O
O
六
年
第
四
期
所
収
)
が
事
細
か
い
よ
う
で
あ
る
。
注
2

前
掲
書
二
六
六
1

二
六
七
頁
に
も

[
九
]
の
後
に
持
ち
上
が
っ
た
出
版
構
想
が
党
中
央
機
関
の
介
入
に
よ
っ
て
頓
挫
し
た
と
い
う
事
件
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

『
答
増
田
渉
開
信
件
集
録
』
は
伊
藤
激
平
、
中
島
利
郎
共
編
『
魯
迅
増
田
渉
師
弟
答
問
集
」
(
一
九
八
六
年
、
汲
古
書
院
)
に
基
づ
い
て
編
集

さ
れ
た
(
注
叩
及
び
同
『
集
録
』
説
明
参
照
)
。

『
中
国
小
説
の
歴
史
的
変
遷
』
と
し
て
今
村
訳
が
学
習
研
究
社
版
『
魯
迅
全
集
』
第
一
一
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
同
じ
く
丸
尾
常
喜

訳
注
が
一
九
八
七
年
に
凱
風
社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
。

『
魯
迅
訳
文
集
』
一O
巻
は
一
九
五
八
年
に
、
『
魯
迅
輯
録
古
籍
叢
編
』
四
巻
は
一
九
九
九
年
に
お
の
お
の
人
民
文
学
出
版
社
か
ら
出
版
さ
れ

て
い
る
が
、
『
魯
迅
自
然
科
学
論
著
』
に
つ
い
て
は
不
明
。
未
刊
か
。

『
中
国
砿
産
志
』
と
『
人
生
象
数
』
と
は
『
地
質
学
残
稿
』
な
ど
と
併
せ
て
前
掲
の
『
魯
迅
全
集
補
遺
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
一
九
八
一

年
版
一
六
巻
本
に
は
収
録
さ
れ
た
が
二
O
O

五
年
版
一
八
巻
本
で
は
除
外
さ
れ
た
『
生
理
実
験
述
要
略
』
も
同
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
推
察
す
る
に
『
魯
迅
自
然
科
学
論
著
』
一
巻
の
編
纂
は
今
の
と
こ
ろ
見
送
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
(
注ω
参
照
)
。
張
小
鼎
注
目

前
掲
論
文
に
よ
れ
ば
「
生
理
実
験
述
要
略
』
は
『
中
国
砿
産
志
』
、
『
人
生
象
教
』
、
『
地
質
学
残
稿
』
な
ど
の
科
学
関
連
の
著
述
と
ま
と
め
て

『
魯
迅
科
学
論
著
』
と
し
て
出
版
す
る
予
定
で
あ
り
、
書
名
は
暫
定
的
な
も
の
だ
と
い
う
。
こ
こ
で
い
う
『
魯
迅
科
学
論
著
』
は
「
魯
迅
自
然

科
学
論
著
』
と
同
一
の
も
の
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。

管
見
で
は
三
書
と
も
中
国
語
訳
、
日
本
語
訳
は
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
ジ
ャ
イ
ル
ズ
の
中
国
で
出
版
さ
れ
た
著
書
に

は
ウ
ェ
l

リ
!
と
の
共
訳
『
英
訳
中
国
歌
詩
選
』
(
商
務
印
書
館
、
一
九
三
五
年
)
が
あ
り
、
日
本
語
訳
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
森
沢
三
郎
訳

『
支
那
文
化
展
望
』
(
大
阪
宝
文
館
、
一
九
四
三
年
)
、
小
野
久
三
訳
『
支
那
文
明
史
話
』
(
日
本
出
版
社
、
一
九
四
四
年
)
が
あ
る
。

曹
培
根
「
黄
人
及
其
『
中
国
文
学
史
』
」
(
『
常
熟
理
工
学
院
学
報
(
哲
学
社
会
科
学
版
)
』
二
O
O
七
年
第
一
期
所
収
)
に
よ
れ
ば
黄
人
は

『
中
国
文
学
史
』
を
一
九
O
四
年
に
書
き
始
め
て
一
九
O
七
年
に
初
稿
が
完
成
し
、
重
要
な
章
節
に
つ
い
て
は
一
九
O
七
年
の
『
東
呉
学
報
』

第
一
一
期
と
『
学
梓
』
第
二
年
第
一
期
と
に
連
載
さ
れ
た
と
い
う
。
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